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平
安
時
代
の
平
仮
名
文
の
表
記
様
式
〔
I
〕

－
　
語
の
漢
字
表
記
を
主
と
し
て
一
i
l

25

林
　
　
芳
　
　
規

▼
▲

一
、
は
し
が
き

二
、
土
左
日
記
貫
之
自
筆
本
の
漢
字
の
検
討

三
、
承
平
頃
の
平
仮
名
文
に
存
す
る
漢
字

四
、
平
安
後
半
期
の
平
仮
名
文
中
に
見
る
、
字
音
語
の
漢
字
表
記

T
▲
●
t
▲

五
、
実
用
と
し
て
の
平
仮
名
文
表
記
の
一
面
と
そ
の
特
質

六
、
平
仮
名
文
中
の
和
語
の
漢
字
表
記

七
、
付
－
平
安
時
代
の
平
仮
名
表
記
の
種
々
柏

1
、
変
体
漢
文
中
に
挿
入
さ
れ
た
平
仮
名
文

2
、
漢
字
仮
名
交
り
文
の
中
の
平
仮
名

3
、
訓
点
資
料
の
傍
訓
に
用
い
ら
れ
た
平
仮
名

4
、
和
歌
の
表
記
に
み
る
平
仮
名
文

．
八
、
結
　
語

〔
要
旨
〕

1
　
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
は
漢
字
を
交
え
る
様
式
が
一
般
的
で
根
幹
を
な

す
。
l
そ
の
儀
字
は
拗
音
」
舌
内
入
声
音
二
二
内
撥
音
等
の
特
定
の
字
音
語

の
表
記
で
あ
る
。

2
　
右
の
字
音
語
の
漢
字
云
記
は
二
手
ほ
名
で
そ
の
昔
を
云
記
す
る
弓
も
l
が

長
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
空
」
あ
ろ
う
。
同
岩
代
の
罰
占
萎
科
で
も
右
l
の
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字
音
語
の
表
記
が
田
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
傍
証
と
な
l
る
G

平
仮
名
で
加
占
℃
た
訓
点
資
料
で
、
右
罠
の
字
音
語
は
片
仮
名
か
漢
字

で
表
記
し
た
至
大
が
あ
る
。
こ
れ
は
（
1
）
（
2
）
を
別
の
面
か
ら
裏
付
け
、

か
つ
手
校
名
と
片
仮
名
と
は
等
価
倍
で
な
い
こ
と
を
こ
こ
で
も
物
語
る
。

後
半
期
以
後
は
、
形
式
語
、
頻
出
L
か
つ
草
体
と
し
て
画
数
の
少
な
い

和
語
の
漢
字
表
記
も
加
わ
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
平
仮
名
二
字
・
三
字
等
を
少
画
の
漢
字
一
字
で
書
く
と

い
う
経
済
的
な
面
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

．
平
仮
名
専
用
文
は
、
字
音
語
を
含
ま
な
い
和
歌
の
表
記
に
見
ら
れ
た
が
、

主
に
（
4
）
の
ご
と
き
和
語
の
漢
字
表
記
が
始
ま
る
以
前
の
限
ら
れ
た
時
期

の
用
で
あ
っ
た
ろ
う
。

平
仮
名
文
が
変
体
漢
文
中
に
挿
入
さ
れ
た
り
、
片
仮
名
交
り
文
中
に
平

仮
名
が
用
い
ら
れ
て
、
相
互
影
響
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

今
後
の
課
題
－
1
両
平
安
時
代
の
年
代
明
記
の
資
料
を
よ
り
広
く
漁
る

要
。
回
鎌
倉
時
代
以
降
の
平
仮
名
文
の
実
態
調
査
。
㈹
平
安
時
代
成
立
作

＿

ヽ

　

ヽ

ヽ

＿

1

1

　

ヽ

’

．

品
の
古
写
本
・
古
筆
切
の
表
記
の
検
討
。
⇔
漢
字
音
譜
の
国
語
化
の
過

ヽ程
。
周
覧
を
監
卦
静
等
。

一
、
は
　
し
　
が
　
き

未
稿
に
関
す
る
、
明
治
以
後
の
主
な
研
究
文
献
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

（
文
献
香
芝
　
（
排
列
は
発
表
周
に
ょ
っ
て
い
な
い
）

l
　
「
仮
名
の
字
源
に
つ
い
て
」
　
橋
本
進
吉
　
（
著
作
集
第
三
巻
再
収
）

大
正
八
・
五
月

4

5678

．9

0

11121

喜
賢
。
設
た
る
日
本
文
学
」
吉
沢
露
則
　
（
国
軍
賢
哲
昭
六
・
九
月

「
国
風
暗
黒
時
代
に
於
け
る
女
子
を
め
ぐ
る
国
語
上
の
諸
問
題
」
吉

沢
義
則
　
（
岩
波
講
座
月
本
文
学
）
　
　
　
　
　
　
昭
七
　
年

『
平
仮
名
の
研
究
』
吉
沢
義
則
　
（
国
語
科
学
講
座
）
　
昭
九
・
十
月

間
　
　
　
　
　
同
　
　
（
日
本
文
学
講
座
）
　
昭
十
・
二
月

『
国
語
史
・
文
字
篇
』
　
山
田
孝
雄
　
　
　
　
　
昭
十
二
・
八
月

『
古
典
の
批
判
的
処
鼠
に
関
す
る
研
究
』
池
田
亀
鑑
昭
十
六
・
二
月

『
日
本
書
道
新
講
』
富
沢
義
則
　
　
　
　
　
　
昭
十
六
・
五
月

『
日
本
童
忌
随
講
』
　
同
　
　
　
　
　
　
昭
十
八
・
十
一
月

『
か
な
の
歴
史
』
　
駒
井
鷲
静
　
　
　
　
　
　
昭
二
六
・
十
二
月

「
か
な
の
発
生
」
　
小
松
茂
美
　
（
毎
日
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
『
書
道
』
）

昭
三
二
・
五
月

31

4151

617181

「
石
山
寺
蔵
虚
空
蔵
菩
薩
念
詞
次
第
と
そ
の
紙
背
文
書
」
　
伊
東
卓
治

美
術
研
究
一
七
六
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
二
九
・
七
月

「
青
蓮
院
蔵
表
制
集
及
び
濯
頂
阿
閣
梨
宣
旨
官
牒
の
紙
背
文
書
に
つ

い
て
」
　
伊
東
卓
治
　
美
術
研
究
一
八
四
号
　
　
　
昭
三
一
・
一
月

「
醐
醍
寺
五
重
塔
天
井
板
の
落
書
」
伊
東
阜
治
　
美
術
史
二
四
号

昭
三
二
二
二
月

間
　
　
　
　
　
　
　
　
．
単
行
　
　
　
昭
三
四
・
三
月

「
平
仮
名
用
法
の
歴
史
（
明
治
以
前
）
」
　
阪
倉
鴛
義
・
言
語
生
活

『
平
安
時
代
の
草
仮
名
の
研
究
』
尾
上
八
郎
大
正
十
五
年
‥
十
月

「
言
語
文
化
－
か
な
の
成
立
と
そ
の
機
能
－
」

日
本
文
化
史
』
。
・

＼

＼

当

昭
和
三
十
・
七
月

亀
井
　
孝
　
『
図
説

昭
和
三
三
・
一
月

35



1
9
・
「
仮
名
の
発
達
と
文
学
史
受
の
交
渉
」
　
大
野
　
晋
　
文
学
2
0
号

昭
和
二
十
七
・
十
二
月

2
0
　
「
文
字
史
研
究
」
　
時
枝
誠
記
　
『
現
代
の
国
語
学
』
の
「
国
語
史
研

究
と
そ
の
分
野
」
の
中
）
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
「
十
二
月

2
1
　
「
国
語
の
文
字
の
変
遷
」
　
山
田
俊
雄
　
（
国
語
教
育
の
た
め
の
国
語

講
座
「
表
記
法
の
理
論
と
教
育
」
の
中
）
　
　
　
昭
和
三
十
三
・
七
月

2
2
　
「
文
字
史
の
可
能
性
」
　
山
田
俊
雄
　
（
国
語
と
国
文
学
三
七
ノ
十
）

昭
和
三
十
五
・
十
月

2
3
　
「
平
仮
名
文
」
　
中
田
祝
夫
　
（
『
日
本
語
の
歴
史
』
の
「
平
安
時
代
の

国
語
」
の
中
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
二
・
六
月

2
4
　
「
宇
多
天
皇
扇
輸
周
易
抄
の
仮
名
字
体
」
　
小
林
芳
現
　
（
訓
点
語
学

会
研
究
発
表
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
三
・
六
月

2
5
　
「
和
名
抄
が
漢
語
の
語
形
を
表
記
す
る
の
に
用
い
た
方
法
を
中
心
と

し
て
文
字
達
か
ら
平
安
時
代
の
国
語
化
し
た
漢
字
音
を
探
る
い
と
ぐ
ち

ー
　
漢
字
音
考
察
の
こ
　
高
羽
五
郎
　
（
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
文

学
第
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
四
・
二
月

2
6
　
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
漢
語
彙
の
位
相
」
　
原
田
芳
起
　
（
梓
荘
文
学

1
1
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
四
・
十
月

2
7
　
「
草
仮
名
に
よ
る
字
音
表
記
－
東
大
寺
切
の
場
合
－
」
　
春
日
和
男

（
文
学
研
究
讐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
四
・
七
月

2
8
　
「
続
三
宝
絵
詞
東
大
寺
切
管
見
」
春
日
和
男
（
国
語
国
文
三
〇
五
号
）

昭
和
三
五
・
一
月

2
9
　
「
梁
層
秘
抄
現
存
本
の
表
記
の
検
討
」
　
小
林
芳
規
　
王
朝
文
学
4

号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
五
・
八
月

日
本
に
お
酢
＿
用
字
法
な
い
し
は
表
記
法
の
研
究
が
如
何
に
あ
っ
た
か
、

ま
た
今
後
如
何
に
あ
る
べ
き
．
か
、
と
い
う
問
題
は
、
近
時
、
時
枝
誠
記
博
士

＊

・
池
上
禎
造
氏
・
山
田
俊
雄
氏
等
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
て
来
て
い
る
か
ら
再

言
し
な
い
。
本
稿
の
当
面
の
意
図
は
、
平
安
時
代
に
お
け
を
平
仮
名
を
主

た
る
文
字
と
し
た
文
章
の
表
記
様
式
の
実
態
を
解
明
す
る
に
あ
る
。
平
安
時

代
を
選
ん
だ
の
は
、
平
仮
名
が
考
案
さ
れ
た
時
を
含
み
ま
た
そ
れ
に
最
も
接

近
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
様
式
が
、
も
し
、
か
つ
て
説
か
れ
、
ま
た
最
近

’

＿

－

、

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

．

．

．

ヽ

で
も
説
か
れ
る
ご
と
く
（
例
え
は
、
「
文
章
史
の
問
題
点
」
国
語
と
国
文
学
昭

．

、

　

　

－

三
五
・
十
月
）
、
厳
密
な
意
味
で
の
「
平
仮
名
専
用
」
が
全
て
に
用
い
ら
れ
た

と
す
る
な
ら
ば
、
本
稿
の
意
義
は
殆
ど
な
く
な
ろ
う
。
し
か
る
に
事
実
は
、
い

わ
ゆ
る
消
息
・
物
語
等
の
実
用
文
に
は
、
特
定
の
漢
字
を
含
む
。
そ
の
漢
字
の

性
質
は
如
何
で
あ
る
か
。
平
仮
名
と
漢
字
と
の
一
文
中
に
お
け
る
比
率
・
交
渉

の
考
察
が
、
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
主
等
な
部
分
を
な
す
こ
と
に
な
ご
ん
。

本
稿
に
お
け
る
大
き
な
障
害
は
、
資
料
の
ま
だ
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
か

っ
て
論
考
の
対
象
が
平
安
時
代
の
和
歌
を
表
記
し
た
古
筆
切
を
主
と
し
た
折

に
比
べ
る
と
、
日
常
通
用
の
日
記
・
消
息
・
備
忘
な
ど
の
表
記
に
用
い
ら
れ

た
平
仮
名
文
の
資
料
も
次
第
に
発
見
さ
れ
て
加
わ
り
、
書
写
目
的
か
ら
み
て

鑑
賞
よ
り
実
用
性
の
も
の
も
添
い
、
位
相
的
に
も
広
く
な
り
、
書
写
年
代
も

確
実
で
よ
り
資
料
性
の
高
い
も
の
も
現
わ
れ
た
。
今
ま
で
に
知
ら
れ
た
現
存

資
料
を
並
べ
る
と
、
今
日
で
は
一
応
、
平
仮
名
登
場
と
さ
れ
る
平
安
中
期
お

よ
び
後
期
、
院
政
期
の
資
料
が
抗
い
、
当
代
の
平
仮
名
文
の
片
銭
を
寧
え
る

体
勢
が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
れ
は
、
日
記
・
消
息
等
の
実
用
的
な
芋
伝
名
文

－
こ
れ
の
方
が
和
歌
よ
り
、
当
代
の
表
記
法
考
察
の
主
誓
打
料
で
あ
ろ
う
－

は
、
そ
の
当
初
か
ら
肯
定
字
音
語
を
漢
字
で
の
み
表
記
し
た
そ
れ
を
含
ん
で

封
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い
る
。
和
式
の
用
語
は
、
日
記
消
息
等
の
用
語
体
系
と
や
や
誓
れ
て
字
音
語

等
を
含
急
賃
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
は
漢
字
表
記
の
語
が
入
り
害
い
地
盤
で

あ
っ
た
。
も
し
、
こ
の
和
歌
の
古
筆
切
に
冬
つ
い
て
、
平
安
時
代
一
般
の
平

仮
名
文
の
表
記
様
式
を
、
例
え
ば
「
平
仮
名
専
用
」
等
と
道
断
し
た
と
す
れ

ば
、
そ
の
誤
り
は
、
か
つ
て
の
資
料
の
偏
在
に
起
因
す
る
。
や
や
資
料
の
拡
が

り
の
増
し
た
今
日
で
も
、
し
か
し
、
同
様
の
誤
り
に
対
す
る
憂
え
が
準
え
ず

付
き
ま
と
う
。
何
故
な
ら
、
文
字
の
使
用
に
は
、
通
則
的
な
も
の
以
前
に
、

個
人
的
な
悪
意
的
な
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

資
料
の
少
な
さ
に
対
す
る
考
慮
は
最
大
に
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
に
関
し
て
は
、
特
定
資
料
に
つ
い
て
既
に
池
田
亀
鑑
・
中
田
祝
夫
博

士
が
土
左
日
記
で
指
摘
さ
れ
、
同
じ
く
原
田
芳
起
氏
が
源
氏
物
語
の
漢
語
彙

を
論
ぜ
ら
れ
る
折
に
言
及
さ
れ
、
ま
た
届
羽
五
郎
氏
は
和
名
抄
の
漢
語
表
記

か
ら
国
語
化
し
た
漢
字
音
を
考
察
さ
れ
る
に
当
っ
て
論
及
さ
れ
た
し
、
春
日

和
男
氏
に
も
類
似
の
調
査
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
に
は
事
新
し
い
点
は

殆
ど
な
い
。
し
か
し
、
一
作
品
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
通
し
て
広
く
当
代
の

表
記
法
の
上
か
ら
体
系
的
通
則
的
な
も
の
を
見
よ
う
と
し
、
ま
た
字
音
語
考

案
の
余
勢
と
し
て
で
は
な
く
、
平
仮
名
文
の
表
記
に
重
点
を
置
き
、
か
つ
和

語
を
漢
字
で
表
記
し
た
場
合
を
も
併
せ
て
、
ま
た
訓
点
資
料
を
も
傍
証
と
し

て
、
右
述
の
障
害
を
気
に
し
っ
つ
も
、
現
段
階
で
の
一
応
の
調
査
の
結
果
と

問
題
点
と
を
提
出
し
、
更
に
今
後
の
改
訂
の
枚
を
望
み
た
い
と
思
う
。

〔
資
料
〕

①
　
讃
岐
国
戸
籍
藤
原
有
年
申
文
　
貞
観
九
年
（
八
六
七
）

㊥
　
智
証
大
師
病
中
言
上
書
　
　
同
右
頃

◎
　
宇
多
天
皇
哀
翰
周
易
抄
脚
注
仮
名
　
寛
平
八
・
九
年
（
八
九
六
・
七
）
頃

㊤⑤◎⑦㊥◎⑩⑩㊥⑯⑭⑯⑯⑱

東
南
院
文
書
平
仮
名
消
息
　
真
書
五
年
（
九
〇
五
）
（
？
）
　
　
　
し

土
左
日
記
（
青
紫
書
屋
本
に
よ
る
推
定
）
　
承
平
五
年
（
九
三
五
）
（
？
）

清
涼
寺
釈
迦
如
来
像
胎
内
文
書
　
承
平
八
年
（
九
三
八
）

醍
醐
寺
五
重
塔
天
井
坂
の
落
書
平
仮
名
　
天
暦
五
年
（
九
五
二
）

石
山
寺
蔵
虚
空
蔵
菩
薩
念
詞
次
第
紙
背
消
息
　
康
保
三
年
（
九
至
ハ
）
頃

道
風
書
状
（
道
風
晩
年
）
　
道
風
没
（
康
保
三
年
）
以
前
　
1

興
福
寺
本
因
明
義
断
略
記
所
見
和
歌
　
天
禄
二
年
（
九
七
一
）
頃

北
山
抄
紙
背
仮
名
消
息
　
長
徳
－
長
保
頃
（
九
九
六
－
一
〇
〇
四
）

御
堂
関
白
記
所
載
和
歌
及
び
平
仮
名
文

長
保
六
年
（
一
〇
〇
四
）
・
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）

伝
藤
原
行
成
筆
仮
名
消
息

延
喜
式
紙
背
仮
名
消
息
　
長
元
（
一
〇
二
八
－
三
七
）
の
年
号
あ
り

青
蓮
院
蔵
表
制
集
及
び
港
頂
阿
閤
梨
宜
旨
官
牒
の
紙
背
仮
名
消
息

永
保
三
・
四
年
（
一
〇
八
三
）
、
応
徳
二
年
（
一
〇
八
五
）

元
永
本
古
今
集
一
元
永
二
年
（
一
一
二
〇
）

東
大
寺
切
三
宝
絵
　
保
革
元
年
（
一
二
l
云
）

（
付
－
所
拠
は
、
②
は
「
文
献
1
0
」
の
写
真
。
㊥
㊥
⑩
ほ
各
複
製
本
。
㊥

⑱
⑭
は
日
本
名
筆
全
集
。
④
は
大
日
本
古
文
書
二
。
⑤
は
「
文
献
8
」

の
第
三
部
。
⑥
㊦
は
「
文
献
…
巴
。
⑧
は
「
文
献
1
3
」
。
⑯
は
「
文
献

1
4
」
。
⑯
は
「
古
今
和
歌
集
戌
立
論
、
資
料
篇
」
。
㊥
は
「
文
献
2
7
空
。

⑲
ほ
中
田
祝
夫
博
士
の
教
示
に
よ
る
）

（
付
2
右
の
資
料
は
、
消
息
・
物
語
・
端
書
、
和
歌
な
ど
異
質
の
も
の
を

含
ん
で
い
る
か
ら
各
別
に
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
稿
で
は
、

そ
の
恕
果
に
和
歌
以
外
は
選
庭
を
見
な
い
の
で
一
括
し
て
扱
っ
た
。
な

お
、
⑯
と
類
似
の
も
の
と
し
て
三
十
六
人
集
や
顛
策
歌
会
が
あ
る
が
、

文
献
2
5
で
そ
の
這
に
言
及
し
て
お
り
、
大
差
な
い
の
で
本
稿
で
は
触

可

．

．
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．

．
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れ
な
か
っ
た
。
ま
た
和
歌
の
古
筆
切
の
類
は
、
書
写
年
代
が
明
夜
で
な

い
の
で
、
原
則
と
し
て
本
稿
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
）

※
前
掲
書
の
外
に
次
の
詩
論
で
あ
る
。

時
枝
誠
記
『
国
語
学
原
論
』
第
二
篇
第
二
章
文
字
論
　
昭
和
十
六
年

池
上
禎
造
「
文
字
論
の
た
め
に
」
国
語
学
二
十
三
輯
　
昭
和
三
十
三
年

〝
　
　
「
国
語
表
記
法
の
諸
問
題
」
続
日
本
文
法
講
座
2
昭
和
三
十
三
年

〝
・
「
文
字
－
そ
の
本
質
と
機
能
」
国
語
教
育
の
た
め
の
国
語
講

座
3
　
昭
和
三
十
三
年

山
田
俊
雄
「
文
字
と
表
記
法
」
講
座
現
代
国
語
学
Ⅱ
　
昭
和
三
十
二
年

l
「
土
左
日
記
貫
之
自
筆
本
の
漢
字
の
検
討

土
左
日
記
の
現
存
諸
本
か
ら
、
池
田
亀
鑑
博
士
が
再
建
さ
れ
た
所
に
よ
る

と
、
貫
之
自
筆
の
原
本
に
は
二
〇
二
字
の
漢
字
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ

る
（
文
献
8
、
第
二
部
二
二
二
ペ
）
。
今
、
青
邦
書
屋
蔵
為
家
本
に
よ
っ
て
漢

字
の
全
例
を
類
別
し
て
挙
げ
る
。
（
文
献
8
の
第
三
部
に
よ
る
）
（
各
例
の
下

の
数
字
は
用
例
数
を
示
す
）
．
・

H
、
の
　
願
2
　
　
元
日

京
1
2
　
　
日
散
2
　
病
者
　
明
神
　
中
将

物
　
日
記

㈱
　
郎
等
　
講
師
2
　
相
応
寺
　
不
用
　
院
2

．
因
の
二
一
月
一
日
　
二
日
2
　
三
日
。
四
日
2
　
五
日
2
　
六
日
2

七
日
2
　
八
日
2
　
九
日
2
　
十
日
2
　
十
一
日
　
十
二
月
2
　
十

三
日
2
　
十
四
日
2
　
十
五
日
2
　
十
六
日
　
十
七
日
　
十
八

日
　
十
九
日
・
廿
日
　
廿
一
日
　
廿
二
日
2
　
廿
三
日
2

廿
四
日
2
　
廿
五
日
2
　
廿
六
日
2
．
廿
七
日
2
　
廿
八

日
2
　
　
廿
九
日
2
　
　
冊
日
　
五
色

伺
一
文
字
　
十
文
字

㈲
　
故

㈱
　
宇
多

肖
、
用
　
子
日
2

㈱
　
人
　
子
2

日
　
干
と
せ

右
の
う
ち
、
H
の
川
か
ら
㈲
ま
で
の
全
字
は
、
文
献
8
の
「
土
左
日
記
諸
本

（
注
1
）

校
異
」
に
よ
っ
て
見
る
に
、
他
の
諸
本
皆
漢
字
で
、
こ
う
な
っ
て
い
る
。
（
「

故
」
「
宇
多
」
は
為
相
木
で
は
漢
字
で
な
い
。
し
か
し
為
相
木
は
改
琉
あ
り
、

と
さ
れ
る
の
で
除
か
れ
る
）
こ
れ
は
池
田
博
士
が
原
本
再
建
の
可
能
な
方
法

と
し
て
示
さ
れ
た
、
「
三
、
青
第
書
庭
木
の
本
文
が
他
の
部
門
所
属
の
六
つ
の

写
本
と
一
致
し
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
原
本
の
本
文
を
伝
へ
て
ゐ
る
と
見
て
差

支
な
い
」
と
い
う
点
に
合
う
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
、
原
本
に
存
し
た
と
見

ら
れ
る
漢
字
で
あ
る
。

次
に
、
肖
の
脚
の
う
ち
、
先
ず
「
人
」
は
二
月
六
日
の
「
お
も
ひ
の
は
か

な
る
人
の
」
が
一
例
だ
け
で
あ
る
。
校
異
で
は
為
相
木
が
「
ひ
と
」
と
平
仮

名
で
あ
る
。
池
田
博
士
の
方
法
に
よ
る
と
、
右
の
「
故
」
　
「
宇
多
」
と
同
じ

理
由
で
、
原
本
が
漢
字
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
人
」

は
、
字
音
を
表
わ
し
た
場
合
と
、
和
語
の
「
ひ
と
」
を
漠
字
表
記
し
た
場
合

と
の
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
人
」
が
字
音
表
記
だ
と
す
る
と
「
故
」

な
ど
と
同
烹
と
な
ろ
う
が
、
何
故
に
こ
こ
だ
け
字
音
に
し
た
か
不
明
と
た
る
e

後
者
と
見
る
と
、
「
ひ
と
」
の
例
は
土
左
日
記
で
は
百
例
撃
の
る
が
、
再
話
吉

尾
本
で
は
、
右
以
外
は
す
べ
て
平
仮
名
で
ヨ
か
れ
て
い
て
蹟
二
の
例
外
と
な

る
。
こ
の
首
例
程
に
つ
い
て
、
定
家
本
・
宗
畠
本
系
琵
・
芙
接
木
系
統
は
、



、
l
ノ

▼
l〔式様記表の文名仮平の代時安ヰ

殆
ど
一
様
に
漢
字
「
人
」
に
書
き
改
め
て
い
る
。
こ
れ
は
定
家
の
時
代
の
慣

用
の
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。
さ
す
れ
ば
育
芳
書
昆
本
も
、
こ
こ
は
定
家
の

子
為
安
か
、
そ
の
欝
写
著
の
慣
用
に
ひ
か
れ
て
後
改
し
た
箇
所
と
見
ら
れ
、

疑
の
預
る
所
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
が
「
日
し
き
り
に
（
十
二
月
二
十
一
日
）
」

に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
。
校
異
で
は
為
相
木
の
外
に
定
家
本
に
も
「
日
」
の

漢
字
が
な
い
。
池
田
博
士
の
方
法
に
よ
る
と
、
こ
れ
も
原
本
に
「
日
」
が
存

し
た
こ
と
に
な
る
が
、
百
第
吉
尾
本
で
は
日
付
は
漢
字
で
表
わ
す
が
、
和
語

「
ひ
」
の
表
記
は
（
次
の
「
子
日
」
以
外
は
）
二
四
例
皆
平
仮
名
で
あ
る
。

こ
の
二
四
例
の
平
仮
名
も
、
定
家
本
・
宗
網
本
系
統
・
実
隆
本
系
統
で
は
殆

ど
漢
字
「
日
」
に
改
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
定
家
の
時
代
の
慣
用
の
よ
う

に
見
ら
れ
る
。
さ
す
れ
ば
、
青
第
書
屋
本
の
右
の
唯
一
の
例
外
も
「
人
」
同

様
に
後
改
の
疑
が
残
る
所
で
あ
る
。
次
に
「
千
と
せ
（
二
月
十
六
日
）
」
の

「
千
」
は
、
池
田
博
士
は
「
千
」
が
貫
之
当
時
の
常
用
の
平
仮
名
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
ら
漢
字
せ
見
ら
れ
た
。
土
左
日
記
に
は
「
ち
と
せ
」
三
例
、
「
ち

よ
」
が
二
例
あ
る
が
、
青
第
書
藍
本
で
は
、
右
以
外
は
皆
平
仮
名
「
ち
」
で

あ
る
。
特
に
定
家
臨
挙
の
箇
所
は
明
ら
か
に
「
ち
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

宗
網
本
系
統
で
は
一
様
に
「
千
年
」
　
「
千
世
」
ま
た
は
「
千
よ
」
と
あ
り
、

実
降
本
系
統
で
も
「
千
と
せ
」
　
「
千
世
」
と
「
千
」
で
あ
り
、
池
田
博
士
の

校
異
に
は
挙
げ
て
い
な
い
が
定
家
本
で
も
「
千
世
」
と
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、

右
の
青
彩
雲
屋
本
の
唯
一
例
の
「
千
」
も
後
改
の
疑
．
の
余
地
が
あ
る
。
残
る

「
子
」
の
二
例
は
、
二
月
九
日
の
終
り
の
記
事
に
、
「
子
と
も
な
か
り
き
。
い

た
れ
り
し
く
に
に
て
そ
子
う
め
る
も
の
」
と
続
い
て
出
て
い
る
。
校
異
で
は

為
相
本
が
「
こ
」
と
平
仮
名
で
あ
る
。
土
左
日
記
で
は
こ
の
語
の
使
用
箇
所

は
一
〇
例
、
「
を
ん
な
ご
」
は
四
例
あ
る
。
こ
れ
を
青
紫
書
屋
本
で
は
擾
讐

二
百
所
以
外
は
平
仮
名
を
用
い
て
い
る
。
右
の
二
月
九
日
の
条
の
他
の
「
ひ

と
の
こ
」
　
「
こ
を
」
の
方
は
、
青
箱
書
屋
本
は
平
仮
名
で
あ
る
が
、
定
家
本

は
「
人
の
子
」
「
子
を
」
、
宗
綱
本
も
「
人
の
子
」
「
子
を
」
で
、
実
降
本
は
「

ひ
と
の
子
」
と
皆
漢
字
で
あ
り
、
為
相
本
は
「
こ
」
と
平
仮
名
で
あ
る
。
「

を
ん
た
こ
」
も
十
二
月
二
十
七
日
の
例
は
、
宗
網
本
系
統
の
近
衛
家
本
が
「

女
子
」
と
あ
る
。
さ
す
れ
ば
後
に
「
子
」
と
書
く
慣
用
に
な
っ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
し
、
そ
れ
の
影
響
で
苦
節
書
屋
本
の
右
二
箇
所
だ
け
に
「
子
」
と

漢
字
を
用
い
た
か
と
疑
わ
れ
る
。
⇔
ノ
M
の
「
子
日
」
は
一
月
二
十
九
日
の

「
け
ふ
は
子
日
な
れ
ば
」
「
子
日
の
う
た
に
て
は
」
・
で
あ
る
。
定
家
本
で
は
共

に
「
わ
の
旦
と
あ
る
。
．
「
ね
の
ぴ
」
は
土
左
日
記
に
は
他
に
二
例
あ
る
。

望
月
二
十
九
日
で
青
黙
雷
屁
本
で
は
、
そ
の
方
は
「
京
の
ね
の
ひ
の
こ
と
」

「
け
ふ
は
ね
の
ひ
か
」
と
平
仮
名
で
あ
る
。
こ
れ
を
定
家
本
で
は
共
に
「
子

日
の
こ
と
」
　
「
子
日
か
」
と
表
記
し
、
近
衛
家
本
で
も
「
子
の
日
の
こ
と
」

「
子
日
か
」
と
し
、
為
相
木
で
も
「
子
日
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
原
本
が
漢

字
で
あ
っ
た
か
平
仮
名
で
あ
っ
た
か
の
判
定
は
難
し
い
。

要
す
る
に
、
池
田
博
士
が
貫
之
自
筆
本
に
存
し
た
と
さ
れ
る
漢
字
の
中
に

は
、
そ
の
同
所
だ
け
に
つ
い
て
諸
本
と
の
関
係
を
見
る
場
合
に
は
そ
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
も
、
そ
の
同
語
の
土
左
日
記
全
用
例
の
表
記
か
ら
見
る
と
、

漢
字
で
書
い
た
⇔
の
右
の
諸
例
は
む
し
ろ
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
後
故
の

疑
の
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の
⇔
所
属
語
は
頻
出
度
の
高
い
「
和

語
」
で
あ
っ
て
、
後
述
の
ご
と
く
、
定
家
や
為
家
の
頃
に
は
漢
字
で
書
く
の

が
普
通
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
忠
実
な
写
と
さ
れ
る
青
紺
書
屋
本
で

も
、
ま
ま
右
の
よ
う
な
後
攻
の
存
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う
。
池

田
博
士
が
原
本
再
建
に
示
さ
れ
た
方
法
は
、
可
能
性
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
ら

7
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れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
個
々
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
現
存
諸
本
に
共
通
し
て
後

の
形
に
変
え
た
場
合
も
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

日
を
H
の
諸
漢
字
に
怒
ず
る
。
こ
れ
ら
は
⇔
の
和
語
に
比
叡
す
る
と
、
土

左
昌
中
の
全
例
数
は
少
な
い
が
、
仙
川
の
唱
付
や
山
の
「
京
」
の
ご
と
ぺ

使
用
例
の
多
い
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
初
め
と
し
て
観
察
す
る
に
、
常
に

漢
字
で
の
み
表
記
さ
れ
て
い
て
、
同
語
が
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
例
は
殆
ど

存
し
な
い
。
こ
の
点
が
H
と
異
な
る
。

右
の
H
の
う
ち
、
川
の
「
頗
」
と
「
芭
「
病
者
」
、
物
の
「
日
記
」
、
㈱

の
「
郎
等
」
「
不
用
」
、
朗
の
「
故
」
に
つ
い
て
は
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
字
音
語

の
表
記
で
あ
っ
た
ろ
J
こ
と
を
・
池
田
博
士
が
詳
細
に
考
証
さ
れ
て
い
る
（

文
献
8
、
第
一
部
二
二
三
ペ
以
下
）
。
他
に
も
「
相
応
寺
」
「
白
散
」
な
ど
字

音
語
の
表
記
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
字
音
表
記

で
あ
っ
た
と
見
る
と
（
文
献
2
3
参
周
）
、
の
の
．
「
願
」
の
類
は
合
拗
音
を
含

む
語
で
あ
り
、
「
甘
こ
の
頬
は
閑
拗
音
を
含
む
語
で
あ
る
。
物
の
．
「
日
記
」

は
入
声
音
を
含
み
、
㈱
の
「
即
等
」
「
講
師
」
の
類
は
尾
子
音
に
喉
内
翌
日

を
含
む
語
で
・
、
「
院
」
は
舌
内
撥
音
で
終
る
語
で
あ
る
。
因
の
日
付
等
は
、

語
と
し
て
、
あ
る
い
は
翌
日
、
あ
る
い
は
入
声
音
・
三
内
撥
韻
尾
を
含
ん
で

い
て
右
に
準
ず
る
。

こ
れ
ら
の
字
音
を
含
む
音
節
を
、
仮
名
で
表
記
す
る
習
慣
は
当
時
ど
ん
な

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
仮
名
は
、
土
左
日
記
成
立
当
時
に
は
、
平
仮
名
が
あ
り
、

ま
た
漢
文
訓
読
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
略
体
仮
名
が
あ
っ
た
こ
と
は
資
料
の

示
す
所
で
あ
る
。
平
仮
名
で
ど
う
表
わ
す
約
束
が
成
っ
て
い
た
か
は
今
問
題

に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
訓
点
資
料
に
つ
い
て
は
中
田
祝
夫
博
士
に
精
考
が

ぁ
る
（
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
、
総
論
篇
八
三
四
ペ
以
下
）
。
中
田
博
士
に

よ
れ
ば
、
地
蔵
十
輪
経
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
点
で
は
、
翌
日
は
闊
拗
音
合

壁
日
と
も
に
類
音
表
記
だ
け
で
「
蕉
少
・
整
正
・
郭
果
ク
・
灰
火
」
の
ご
と

く
で
あ
っ
て
仮
名
に
よ
る
表
記
は
見
ら
れ
な
い
。
（
た
だ
し
仮
名
に
よ
る
「
粛

ス
ク
」
「
謝
サ
」
が
あ
る
が
、
中
田
博
士
は
空
目
化
し
た
も
の
か
と
さ
れ
る
。

こ
れ
を
サ
行
子
音
の
音
伍
に
関
し
て
説
く
論
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
に
深

く
入
ら
な
い
。
）
　
三
内
空
自
で
は
、
唇
内
捺
音
が
「
ム
」
に
固
定
す
る
傾
向

を
見
せ
て
来
て
、
「
厳
ケ
ム
・
焔
エ
ム
・
劫
ケ
ム
・
感
カ
ム
」
等
が
多
い
。
し
か

し
顆
音
表
記
（
「
鍼
心
」
）
・
省
記
（
「
劫
ケ
」
）
）
も
あ
る
。
舌
内
壁
臼
は
ま
だ
表

記
が
固
ま
ら
ず
、
類
音
表
記
の
場
合
が
多
く
、
「
言
見
・
扇
千
・
辛
身
・
誼
問
」

の
ご
と
く
で
あ
る
。
外
に
仮
名
表
記
に
「
瑚
三
・
疾
ク
エ
」
や
「
璧
－
レ
，

孫
ソ
レ
」
が
あ
る
が
表
記
が
一
定
せ
ず
、
省
記
の
「
輪
ロ
・
奮
フ
・
遼
ソ
・
淳

之
」
も
か
な
り
見
え
．
る
。
喉
内
撥
音
も
壷
だ
顆
音
表
記
が
多
く
（
「
整
正
・
暢

長
・
弄
令
」
等
）
、
一
方
仮
名
で
「
ウ
」
の
表
記
も
あ
る
が
（
「
雪
ウ
・
相

、

、

、

、

ヽ

サ
ウ
」
）
、
省
記
の
例
も
あ
っ
て
（
「
訣
ア
声
ソ
・
東
研
」
）
表
記
し
差
し
か
ご
ん

と
見
ら
れ
る
。
た
だ
三
内
入
声
は
仮
名
表
記
が
早
く
固
定
し
て
唇
内
「
フ
」

（
昭
フ
フ
）
、
舌
内
「
ツ
・
チ
」
（
沫
マ
ツ
・
軍
ア
チ
・
折
セ
チ
）
、
喉
内
「
キ
・
ク
」

（
隙
ケ
キ
・
薄
ハ
ク
・
沐
モ
ク
）
と
な
っ
て
い
る
璧
各
空
耳
音
表
記
や
省
記
も

ま
だ
存
す
る
（
笈
及
・
渋
之
・
勃
発
・
刺
ラ
・
安
倍
・
禄
六
）
。

こ
れ
を
、
土
左
日
記
中
の
漢
字
表
記
H
の
語
の
字
音
と
比
べ
る
と
、
「
憲

二
只
」
等
は
合
翌
日
・
開
拗
音
で
地
蔵
十
輪
経
元
慶
点
の
拗
音
が
顆
昔
表
記

だ
け
で
あ
っ
た
事
実
と
合
い
、
ま
た
「
郎
等
・
不
用
」
等
は
境
内
、
「
院
」
は
．

舌
内
の
翌
日
で
、
元
慶
点
で
表
記
が
固
定
し
な
か
っ
た
こ
と
と
合
う
。
「
日

記
」
は
舌
内
入
声
を
含
む
の
で
あ
る
が
、
元
度
点
に
は
穎
音
表
記
の
語
が
あ

っ
た
。
さ
す
れ
ば
土
左
日
記
で
漢
字
表
記
の
語
は
、
仮
名
で
表
記
す
る
習
慣

85
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の
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
字
音
語
表
記
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
（
た
だ
し
、
「
不
用
」
「
日
記
」
の
「
不
」
「
記
」
の
ご
と
く
、
右
の

音
節
を
含
ま
聖
損
字
も
あ
る
の
は
漢
字
表
記
が
文
字
と
し
て
で
は
な
く
、
語

と
し
て
な
さ
れ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
）
。

土
左
目
記
か
ら
字
音
語
を
拾
う
と
、
右
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
は
、
次
の

詩
語
が
あ
る
。
（
望
崇
聖
）

lウ
】

3囲

さ
う
じ
も
の
　
（
楕
進
物
）

か
い
ぞ
く
（
海
賊
）
6

せ
ち
み
　
（
節
忌
）
2

す
は
う
（
環
芳
）

ぜ
に
　
（
銭
）
3

（
？
）
や
う
（
様
）
1
8

と
に
に
　
（
頓
）

て
い
け
　
（
天
気
）

て
け
　
（
天
気
）

㈲
　
む
ま
（
馬
）
4

れ
い
　
（
例
）
4

ゑ
ず
・
ゑ
じ
（
怨
）
　
も
じ
（
文
字
）
5

む
め
の
は
な
　
（
梅
花
）
　
ゑ
　
（
絵
）

げ
ゆ
（
解
由
）
　
と
う
そ
（
屠
蘇
）

こ
れ
ら
は
青
第
書
藍
本
で
は
皆
平
仮
名
で
あ
り
、
校
異
に
よ
れ
ば
、
諸
本
の

う
ち
、
近
衛
家
本
が
「
海
賊
」
「
男
文
字
」
　
「
梅
花
」
　
「
馬
」
　
「
す
わ
う
」
と

し
、
実
隆
本
系
統
が
「
と
も
に
　
（
と
に
に
）
」
と
す
る
異
同
が
あ
る
が
、
他

は
平
仮
名
で
あ
る
か
ら
、
池
田
博
士
の
方
法
に
よ
っ
て
、
原
本
も
平
仮
名
で

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
を
地
蔵
十
輪
経
元
慶
点
の
略
体
仮
名
に
よ
る
表
記
と
比
敬
す
る
と
、

殆
ど
一
致
す
る
。
凹
の
「
引
じ
も
の
」
は
「
謝
サ
」
に
、
物
の
　
「
か
い
ぞ

引
」
「
せ
引
み
」
は
「
薄
バ
ク
哲
テ
チ
」
に
、
㈱
の
「
す
は
う
」
は
「
相
サ
ウ
」

に
通
ず
る
。
国
の
舌
内
撥
音
に
「
ニ
」
表
記
（
ぜ
に
・
と
に
）
、
省
記
（
て
け

・
ノ
ゑ
ず
）
の
あ
る
こ
と
も
「
瑚
セ
ニ
・
輪
ロ
」
　
と
共
通
す
る
。
「
イ
」
表
記
は

元
圧
点
に
は
見
な
い
が
、
同
じ
頃
の
知
恩
院
或
大
唐
三
蔵
玄
突
法
師
表
啓
盲

点
に
は
「
坂
ハ
イ
・
釣
タ
イ
」
と
あ
り
、
澗
れ
ば
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経

カ

▲

l

　

　

　

チ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

イ

舌
点
に
は
m
　
（
含
）
・
n
g
（
重
）
と
並
ん
で
n
を
「
鞭
杖
」
の
ご
と
く
表
記

し
た
こ
と
は
春
日
博
士
の
説
か
れ
た
所
で
あ
る
。
た
だ
し
元
慶
点
を
初
見
と

し
る
「
レ
」
の
符
号
は
土
左
日
記
に
は
見
ら
れ
な
い
。
（
ち
な
み
に
、
表
啓
古

点
の
舌
内
撥
音
の
表
記
は
、
「
イ
」
の
外
に
は
、

詮
千
　
推
水
道
千
　
銀
言
　
秦
神
　
憤
分
　
洞
ケ

の
ご
と
き
類
音
か
省
記
で
、
拗
音
表
記
は
、

冊
尺
　
君
尺
木
　
盾
尺
火
　
完
化
柚
シ
ウ
　
置
灰
化
　
重
訳
若
ク

の
ご
と
く
類
音
表
記
で
あ
る
）
。
土
左
日
記
は
平
仮
名
に
よ
る
表
記
で
は
あ
る

が
、
地
蔵
十
輪
経
・
三
蔵
法
師
表
啓
の
訓
点
の
略
体
仮
名
表
記
と
相
通
ず
る

点
の
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

蘭
名
抄
は
、
土
左
日
記
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
す
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
漢
和

字
書
で
あ
り
、
か
つ
標
出
漢
語
に
対
照
し
た
「
和
名
」
は
万
葉
仮
名
で
表
記

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
土
左
日
記
と
は
表
記
の
性
質
も
形
式
も
異
な
る
。
そ
の

積
出
漢
語
に
対
照
し
た
「
和
名
」
は
、
多
く
は
国
有
の
和
語
で
あ
る
が
、
中

に
漢
字
音
の
語
も
相
当
混
在
す
る
。
例
え
ば
「
俗
云
之
曽
久
（
紙
燭
）
」
「
俗

云
佐
久
奈
元
佐
（
石
橋
等
）
」
「
俗
云
阿
元
之
知
」
「
加
岐
（
餓
鬼
）
」
「
化
乃

久
豆
（
靴
）
」
（
以
上
十
巻
本
）
　
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
漢
字
音
の
表
記
に

仮
名
表
記
と
類
音
字
表
記
と
の
別
が
あ
っ
て
、
両
表
記
が
一
定
の
基
準
の
下

に
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
高
羽
五
郎
氏
は
文
献
2
5
に
お
い
て
、
十
巻
本

に
よ
り
、
詳
細
に
調
査
さ
れ
て
、
有
益
な
結
果
を
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
合
拗
音
は
「
化
緒
（
火
舎
）
」
　
「
化
乃
久
豆
（
靴
）
」
の
ご
と
く
漢
字
表

記
で
（
た
だ
し
「
加
呵
」
の
例
が
あ
る
）
、
閲
拗
音
は
二
十
三
例
が
「
中
尺
　
5
9

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

【



（
瑜
石
）
」
「
象
乃
甘
皮
（
挙
）
」
な
ど
漢
字
表
記
、
外
に
「
佐
久
路
（
石
村
）
」

「
佐
須
（
孜
首
」
な
ど
い
わ
ゆ
る
直
音
化
し
た
例
が
七
例
仮
名
衷
記
で
あ
る
。

舌
内
撥
音
に
は
、
漢
字
表
記
（
「
天
和
（
天
冠
）
」
、
「
ニ
」
表
記
　
（
「
世
親
宇
知

（
意
銭
）
」
）
、
無
表
記
　
（
「
由
比
　
（
逝
牝
）
」
）
、
「
宇
須
　
（
重
珠
）
」
）
が
あ
る
。
三

内
入
声
は
「
チ
」
（
「
波
知
　
（
鉢
）
」
）
・
「
フ
」
（
「
行
衣
布
　
（
杏
票
）
」
）
・
「
ク
」

（
「
賀
久
加
乃
止
利
　
（
党
放
鳥
）
」
）
　
な
ど
殆
ど
一
定
の
表
記
を
と
る
が
、
類
音

表
記
も
「
中
尺
（
瑜
石
）
」
（
こ
れ
は
拗
音
を
含
む
た
め
で
あ
ろ
う
）
な
ど
あ
る
。

和
名
抄
の
現
存
本
は
後
世
の
転
写
本
で
あ
る
か
ら
そ
の
点
を
鶉
臆
す
る
と

し
て
も
、
右
に
指
摘
さ
れ
た
事
実
は
、
土
左
日
記
と
比
べ
て
、
拗
音
表
記
が

漢
字
で
共
に
表
記
さ
れ
る
こ
と
で
も
、
特
に
「
さ
う
じ
も
の
」
3
「
佐
久
路
」

の
ご
と
き
仮
名
表
記
の
共
に
存
す
る
こ
と
も
、
古
内
撥
音
に
諸
税
の
豪
記
の

あ
る
こ
と
も
、
入
声
表
記
も
、
相
通
ず
る
表
記
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
看
過

で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
の
態
度
は
、
高
羽
氏
の
い
わ
れ
る
ご
と
く
「
和
・

名
抄
の
著
者
の
独
創
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
く
同
様
の
態
度
が
存
在
し
、
他

に
も
同
様
の
表
記
体
系
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
．
と
い
う
推
定
を
裏
付
け
る

も
の
で
あ
る
。

土
左
日
記
の
作
者
貫
之
が
活
躍
し
た
時
代
（
走
者
か
ら
天
暦
こ
ろ
）
は
、

平
仮
名
お
よ
び
片
仮
名
が
新
し
い
文
字
と
し
て
モ
場
し
て
来
る
面
間
的
な
時

期
で
あ
る
。
和
名
抄
の
成
立
は
ま
た
こ
の
時
期
で
あ
る
。
地
蔵
十
輪
経
の
加

（
注
2
こ

点
さ
れ
た
元
慶
七
年
は
、
延
苗
を
潮
る
十
数
年
前
に
な
る
。
表
記
の
文
字
が
、

平
仮
名
・
万
葉
仮
名
・
片
仮
名
と
そ
の
形
式
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
右
の
三

種
の
資
料
の
表
記
様
式
に
お
い
て
共
通
し
て
来
る
こ
と
に
、
当
時
の
表
記
体

系
体
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

土
左
日
記
の
漢
字
表
記
の
語
に
は
」
右
の
よ
う
な
を
記
体
系
に
よ
っ
た
以

外
に
、
他
の
原
理
に
よ
る
溝
字
訳
記
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
冊
相
の

H
の
は
い
ず
れ
も
数
字
を
合
む
㍍
群
で
あ
る
。
土
左
目
把
で
は
和
訳
で
数
を

示
す
時
は
「
ひ
と
」
　
「
ひ
と
つ
」
　
「
ひ
と
ひ
」
「
み
そ
」
「
な
な
」
「
よ
そ
か
」

「
い
か
」
と
平
板
名
訳
記
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
漢
字
は
字
帯
㍍
の
末
記
で
あ

ろ
う
。
さ
す
れ
ば
各
語
に
「
月
」
　
「
口
」
　
「
也
」
の
拗
音
・
入
声
啓
を
合
む

と
考
え
ら
れ
、
ま
た
数
字
も
拗
音
・
三
内
擁
帯
・
人
中
㍍
日
を
含
む
か
ら
、
漢

字
訳
記
の
刑
山
も
一
応
負
目
で
き
る
。
し
か
し
子
細
に
見
れ
ば
、
「
四
」
「
五
」

＼

、

ト

　

ヽ

　

ヽ

1

　

1

の
ご
と
く
わ
の
背
m
を
合
ま
ぬ
数
字
も
あ
㌢
、
ま
た
三
内
拍
昔
・
入
声
晋
で

も
仮
名
H
の
例
も
他
の
訳
に
は
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「
さ
む
（
三
）
」
　
「

じ
ふ
　
（
十
）
」
　
の
ご
と
き
来
記
も
あ
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
の
に
、
等
し
く

漢
字
衣
記
で
あ
る
の
は
「
数
字
」
は
字
骨
語
と
し
て
は
漢
字
㍍
記
す
る
原
則

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
後
柏
の
柑
真
札
も
同
梯
で
あ
る
）
。
次
に
「
故
」

「
宇
多
」
の
漢
字
が
あ
る
。
共
に
払
例
で
あ
っ
て
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ

る
。
「
宇
多
」
は
間
打
名
調
で
あ
る
。
し
か
し
他
の
E
打
者
調
は
平
仮
名
で

あ
る
か
ら
必
ず
し
も
郡
山
と
し
難
い
。
「
宇
」
　
「
多
」
は
当
時
の
平
仮
名
の

ヽ

字
母
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
字
か
ら
山
て
お
り
、
漢
字
の
草
と
紛
れ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
「
故
」
も
当
時
の
資
料
に
は
ま
だ
拍
摘
で
き
な
い
が
、
後
に

は
字
母
と
な
る
重
の
で
、
あ
る
い
は
間
じ
く
紛
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
為

村
本
は
こ
の
二
語
は
平
仮
名
で
あ
る
。

持
第
日
最
本
で
和
語
を
漢
字
来
記
に
し
た
「
人
」
「
子
（
二
例
）
」
「
日
」

「
千
」
は
、
同
語
を
平
仮
名
で
招
い
た
例
か
ら
見
れ
ば
百
例
・
二
四
例
等
の

中
の
瓢
例
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
定
宏
・
為
宏
の
時
代
に
は
漢
字
表
記
が
肌

用
と
な
っ
た
語
で
あ
る
か
ら
（
後
述
）
、
転
写
の
際
に
紛
れ
入
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
同
種
の
和
語
、
例
え
ば
「
を
む
な
」
「
や
ま
」
「
ふ
ね
」
「
ま
た
（
又
）
」

A
u
6
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「
な
か
」
「
つ
き
」
「
き
」
「
た
つ
」
「
い
ふ
」
な
ど
は
す
べ
て
の
例
が
平
仮
名

表
記
で
あ
る
。
万
窯
だ
h
は
既
に
訓
仮
名
の
用
法
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を

漢
字
で
表
記
し
て
も
差
し
手
え
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
和
歌
を
離

れ
る
と
、
正
倉
院
仮
名
文
書
の
二
通
の
消
息
（
天
平
宝
字
六
、
七
六
二
頃
）

（
注
3
）

の
ご
と
く
、
和
語
を
仮
名
だ
け
雲
衣
記
し
て
お
り
、
そ
れ
が
土
左
日
記
の
和

語
の
表
記
に
つ
な
が
っ
て
行
く
の
は
興
味
あ
る
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う

い
う
基
左
の
中
に
、
国
語
化
し
た
字
音
語
の
所
定
の
語
を
漢
字
表
記
し
た
事

実
が
土
左
日
記
に
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
注
l
）
　
右
の
う
ち
「
五
色
」
の
み
は
定
家
本
が
「
五
し
き
」
と
あ
り
、
他

は
膏
青
書
昆
本
と
合
う
。
さ
す
れ
ば
、
池
田
博
士
の
方
法
の
「
四
、

青
木
の
文
句
の
書
き
方
が
他
の
二
つ
以
上
の
部
門
（
略
）
例
え
ば
D

E
F
G
等
の
書
き
方
と
一
致
し
、
他
の
一
部
門
A
の
書
き
方
と
異
な

る
や
う
な
場
合
に
は
　
（
略
）
原
本
に
陥
舞
の
な
い
か
ぎ
り
、
A
の
独

自
の
誤
謬
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
」
に
よ
り
、
原
本
は
「
五

色
」
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

期
の
加
点
と
さ
れ
て
い
る
。
（
「
石
山
寺
本
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
の
訓

点
」
国
語
国
文
、
昭
二
十
八
年
十
一
月
）

（
注
2
）
　
万
葉
集
で
も
巻
十
八
・
十
九

歌
に
一
字
一
昔
の
音
仮
名
だ
け

い
。
そ
の
中
に
、

朝
参
乃
　
枝
美
我
須
我
多
乎

・
二
十
等
の
時
代
の
新
し
い
方
や
東

で
麦
記
し
た
歌
が
あ
る
の
は
興
味
探

美
受
比
左
爾
　
比
奈
爾
之
須
米
波

（
注
2
）

時
代
の
近
接
す
る
訓
点
資
料
で
、
し
か
も
全
文
が
公
表
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
年
代
明
記
の
も
の
を
本
稿
で
は
採
っ
た
。
し
か
し
、
他
の

訓
点
資
料
で
も
例
え
は
、
大
坪
併
治
氏
の
調
査
に
な
る
石
山
寺
本
守

護
国
界
主
陀
羅
尼
経
の
白
点
第
一
種
は
、
三
内
鼻
音
を
識
別
し
、
問

題
の
舌
内
は
「
む
」
「
う
」
ま
た
は
類
似
音
の
漢
字
、
ま
た
は
零
表
記

で
（
「
乾
か
む
」
「
貧
ひ
う
」
「
辰
身
」
「
怨
み
」
な
ど
）
、
喉
内
は
「
う
」
ま

た
は
漢
字
表
記
で
あ
り
　
（
「
仲
か
う
」
「
影
楊
」
）
、
三
内
入
声
は
、
屠
内

が
「
ふ
」
ま
た
は
類
似
音
の
漢
字
（
「
筐
け
ふ
」
「
乏
法
」
）
　
で
、
舌
内

は
「
む
」
ま
た
は
零
表
記
で
　
（
「
掲
か
む
」
）
、
喉
内
は
l
「
き
」
　
「
く
」

ま
た
は
顆
似
音
の
漢
字
（
「
郁
い
く
」
「
液
て
き
」
「
敗
者
」
）
で
あ
っ
て
、

特
に
拗
音
は
、
類
音
表
記
か
（
「
緩
官
」
「
横
王
」
）
、
仮
名
に
よ
る
も
の

は
す
べ
て
直
音
化
す
る
　
（
「
拾
さ
」
「
獲
か
く
」
）
　
由
で
あ
っ
て
、
か
の

十
翰
壁
元
慶
点
に
近
い
。
こ
の
訓
点
は
永
瀬
底
は
l
平
安
中
期
の
瀾
半

安
礼
故
非
爾
家
里
詣
詳
細
紀
鍔

（
巻
十
八
・
四
一
二
一
）

が
あ
る
。
一
字
三
日
の
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
れ
ば
、
「
朝
参
の
き
み

が
す
が
た
を
み
ず
ひ
さ
に
ひ
な
に
し
す
め
ば
あ
れ
こ
ひ
に
け
り
」
と
な

る
。
「
朝
参
」
だ
け
漢
字
で
あ
る
の
は
こ
れ
は
字
音
語
で
例
え
は
「
テ

ウ
サ
ム
」
の
ご
と
き
語
の
表
記
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
詞
書
お
よ
び

左
往
に
は
、

為
下
向
レ
京
之
時
見
〓
貴
人
一
及
相
〓
美
人
】
飲
宴
之
日
述
上
レ
怯
儲
作
歌
二
首

欄
間
五
月
二
十
八
具
伴
宿
禰
家
持
作
之
（
欝
瑠
冗
）

と
あ
る
。
作
者
、
作
歌
事
情
か
ら
見
て
、
字
音
語
を
用
い
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
や
や
異
な
る
が
巻
十
六
に
、

瑚
爾
莫
依
（
三
八
二
八
）
　
珂
剖
衝
可
母
（
三
八
三
こ
　
酎
対
乃
（
三

八
三
八
）
　
封
餓
l
鬼
申
久
（
三
八
四
〇
）
　
男
l
餓
l
身
披
給
而
（
三
八
四

〇
）
．
討
噺
等
之
（
三
八
四
六
）
　
軋
観
望
三
八
四
七
）
　
叫
矧
之

二
海
乎
（
三
八
四
九
）
　
婆
羅
門
乃
作
有
流
（
三
八
五
六
）
　
苫
爾
英

（
三
八
五
五
）
　
功
爾
申
者
司
咄
乃
冠
（
三
八
五
八
）

の
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
「
朝
参
乃
」
に
古
く
「
ま
ゐ
り
の
」

の
訓
が
あ
る
が
、
万
葉
集
大
成
で
は
字
音
語
で
「
テ
ウ
サ
ム
」
と
す
る
。
6
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（
唇
内
空
目
が
和
歌
の
音
簿
に
ど
う
計
乱
さ
れ
た
か
貯
題
で
あ
る
肺
患
十
六

の
字
音
語
か
ら
見
れ
ば
、
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う
）
。
さ
す
れ
ば
、
土
左
日
記

の
字
音
語
の
漢
字
表
記
と
通
ず
る
こ
七
に
な
ろ
う
。
し
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
同

時
の
正
倉
院
仮
名
文
書
が
文
葉
仮
名
だ
け
で
あ
っ
た
の
は
、
偶
々
字
音
語
が

現
わ
れ
な
か
っ
た
と
解
す
べ
き
か
。

三
、
承
平
頃
の
平
仮
名
文
に
存
す
る
漢
字

土
左
日
記
が
平
仮
名
で
書
か
れ
た
こ
と
が
、
後
続
の
平
安
女
流
作
家
の
平

仮
名
文
を
生
み
出
す
の
に
大
き
な
力
を
持
っ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
貫
之
が

車
仮
名
文
の
普
及
に
重
大
な
働
き
を
為
し
た
、
と
は
文
献
1
9
を
は
じ
め
今
日

屡
々
説
か
れ
る
所
で
あ
る
。
そ
の
土
左
日
記
が
終
始
平
仮
名
だ
け
で
な
く
、

諸
所
に
漢
字
を
も
含
む
表
記
様
式
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
続
の
平
仮
名
文
の

表
記
様
式
を
考
え
る
上
に
も
、
重
要
な
知
識
で
あ
る
。

土
左
日
記
の
右
の
よ
う
な
表
記
様
式
が
、
当
時
の
あ
る
種
の
訓
点
資
料
の

加
点
の
様
式
に
も
一
脈
通
じ
、
l
ま
た
和
名
抄
の
「
和
名
」
の
表
記
に
も
通
ず

る
の
は
、
作
者
で
あ
る
貫
之
が
当
時
の
文
化
人
の
一
人
で
漢
文
・
変
体
漢
文

を
自
由
に
駆
使
で
き
た
ろ
う
こ
と
、
特
に
土
左
日
記
の
成
立
に
は
そ
の
原
型

に
変
体
漢
文
に
よ
る
日
常
日
記
の
そ
れ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
「
土
左

日
記
の
文
体
」
王
朝
文
学
、
創
刊
号
）
点
か
ら
も
首
肯
で
き
る
。
し
か
し
当

代
の
他
の
平
仮
名
の
資
料
も
ま
た
、
土
左
日
記
と
同
様
な
の
で
あ
る
。

資
料
⑥
は
、
昭
和
二
十
九
年
清
涼
寺
釈
迦
如
来
像
の
胎
内
か
ら
発
見
さ
れ

た
、
小
紙
片
で
あ
る
が
、
そ
の
日
付
が
、
同
封
の
願
文
の
奇
然
の
生
年
月
日

に
二
敦
す
る
の
で
彼
の
へ
そ
の
緒
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
か
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
ご
と
く
見
え
る
。

（
表
）
承
乎
八
年
正
月
廿
四
日
の

ひ
っ
し
の
ロ
ロ
ロ
の
と
き
に
ん
（
む
）

（
某
）
ま
る
□
□
と
こ
丸

こ
の
「
承
平
」
「
八
年
」
「
正
月
」
「
廿
四
日
」
は
、
正
に
土
左
日
記
の
漢

字
表
記
に
一
致
す
る
。
最
後
の
「
丸
」
は
固
有
名
詞
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

ぁ
る
い
は
音
読
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
承
平
八
年
は
、
土
左

日
記
が
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
承
平
五
年
か
ら
三
年
後
で
あ
る
。

次
に
、
資
料
④
の
東
南
院
文
書
の
仮
名
消
息
は
、
大
日
本
古
文
書
・
真
南

院
文
童
三
（
昭
和
二
七
年
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
七
行
百
字
足
ら
ず
の

消
息
で
あ
り
、
紙
背
に
コ
些
菩
五
年
十
二
月
二
日
」
の
日
付
が
あ
る
。
堀
江

知
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
「
因
幡
の
国
司
が
自
分
の
と
こ
ろ
へ
き
た
手
紙
の
英
に

都
へ
出
す
公
文
書
の
下
容
を
し
た
む
の
ら
し
く
、
公
文
書
の
日
付
が
雲
五

年
十
一
月
二
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
も
上
の
手
紙
は
こ
の
日
付
よ
り
も
さ
ら

に
古
い
も
の
」
（
大
阪
朝
日
薪
輿
昭
和
三
十
四
年
十
月
三
十
一
日
号
）
と
い

ゎ
れ
る
。
こ
の
手
と
め
つ
ら
し
く
と
は
せ
た
ま
へ
る
」
以
下
の
平
仮
名
文

の
中
に
、
「
六
条
に
な
ん
は
ん
へ
り
」

と
「
六
条
」
な
る
漢
字
が
見
え
る
が
、
そ
れ
が
土
左
日
記
の
漢
字
表
記
に
通

う
の
で
あ
る
。

貫
之
生
存
時
頃
の
平
仮
名
文
で
現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
右
の
二
点
し
か

知
ら
な
い
。
か
つ
量
的
に
も
少
な
い
。
し
か
し
そ
の
少
量
の
中
に
土
左
日
記

に
通
う
漢
字
の
見
ら
れ
る
の
は
却
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
平
安
後
半
期
の
平
仮
名
文
中
に
見
る
、
字
音
語
の
漢
字
表
記



〕T
⊥
〔式様記表の文名仮平の代時安平

こ
の
表
記
は
、
単
に
承
平
頃
に
限
ら
ず
、
そ
れ
以
後
の
平
仮
名
文
で
当
該

語
を
有
す
る
文
献
に
は
殆
ど
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

資
料
㊥
北
山
抄
紙
背
文
書
十
五
通
の
う
ち
の
仮
名
消
息
二
通
は
、
長
征
か

ら
長
保
頃
の
も
の
と
さ
れ
る
（
名
筆
全
集
解
説
）

が
、
全
三
十
四
行
の
平
仮

名
文
中
に
字
音
語
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
漢
字
が
、

官
符
な
り
て
　
官
符
な
し
は
へ
な
れ
ど

三
月
の
こ
ろ
は
ひ
に
．

別
当
宣
に
て
お
し
て
も
の
わ
た
せ
と
て
な
ん

（
注
4
）

と
四
百
所
見
え
て
い
る
。
「
官
符
」
「
三
月
」
は
字
音
表
記
と
す
れ
ば
共
に
合

拗
音
を
含
み
、
「
別
当
宣
」
は
同
じ
く
舌
内
入
声
・
喉
内
翌
日
を
含
ん
で
お

り
、
ま
た
「
三
」
は
数
字
で
も
あ
る
。

二
万
、
字
音
語
を
仮
名
で
表
記
し
た
語
は
、
（
撃
賀
蒜
堵
）

が
　
ご
ら
ん
じ
（
包
寛
）
　
ご
ら
ん
ぜ
さ
せ

4
　
あ
な
い
　
（
案
内
）
　
　
せ
し
（
宣
旨
）

2
　
ほ
う
し
　
（
法
師
）

3
　
や
う
（
様
）

5
　
そ
う
せ
　
（
奏
）

が
あ
る
。
〝
は
唇
内
空
白
、
4
は
舌
内
壁
日
で
あ
る
。
後
者
は
土
左
日
記
で

も
「
て
け
」
「
ゑ
ず
」
等
と
省
記
が
あ
っ
た
。
（
た
だ
し
彼
に
は
「
ぜ
叫
」
　
「

て
叫
け
」
の
表
記
も
あ
る
）
。
唇
内
翌
日
の
平
仮
名
例
が
土
左
日
記
に
は
偶

々
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
資
料
で
は
「
元
」
〔
m
u
〕
よ
り
出
た
「
ん
」

で
表
記
さ
れ
、
舌
内
空
目
と
区
別
さ
れ
て
い
る
の
は
、
土
左
日
記
の
国
語
撥

音
便
の
表
記
が
「
よ
軸
だ
る
」
「
つ
叫
だ
る
」
と
「
L
L
子
」
と
に
区
別
さ

れ
て
い
た
こ
と
（
中
田
博
士
、
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
総
論
篇
）
を
想
起

し
て
興
味
深
い
。
2
は
唇
内
入
声
音
を
「
う
」
と
表
記
す
る
が
、
こ
れ
は
屡

々
引
か
れ
る
和
名
抄
の
「
俣
宇
之
」
に
も
見
え
、
ま
た
東
大
寺
切
三
宝
絵
で

も
「
法
」
に
限
っ
て
「
ほ
う
」
と
表
記
さ
れ
る
（
文
献
㌶
）
語
で
あ
る
。
「

や
う
」
は
土
左
日
記
に
も
あ
る
。
そ
の
拗
音
お
よ
び
数
字
は
漢
字
表
記
で
あ

っ
た
か
ら
、
本
資
料
の
表
記
様
式
は
殆
ど
土
左
日
記
の
そ
れ
に
合
う
と
見
ら

れ
る
。北
山
抄
と
同
時
期
の
訓
点
資
料
に
石
山
寺
蔵
法
華
義
疏
長
保
四
年
二
〇
・

〇
二
）
点
が
あ
る
。
そ
の
拗
音
の
表
記
は
、

斥
尺
ク
奪
　
僻
白
謬
　
質
諒
卑
　
玄
匠
上
　
部
匠
上
　
璧
果
ク

と
漢
字
の
空
白
表
記
が
あ
り
、
地
蔵
十
輪
経
元
慶
点
と
同
趣
で
あ
る
。
（
ま

た
仮
名
表
記
で
い
わ
ゆ
る
空
目
化
の
「
舟
ス
」
「
謝
サ
イ
」
も
あ
っ
て
、
こ
れ

も
同
様
で
あ
る
）
た
だ
し
、
元
慶
点
に
な
か
っ
た
仮
各
表
記
も
、

宝
冠
ク
ワ
　
畢
タ
ハ
腰
　
璧
ク
く
ク

売
手
イ
ヤ
　
衿
ヰ
イ
三
根
　
跡
シ
イ
ヤ
ク
身

と
あ
っ
て
、
院
政
時
代
の
「
ク
ワ
」
「
手
ヤ
・
ヰ
ユ
・
キ
ヨ
」
の
表
記
形
式

（
後
述
）
と
異
な
っ
て
お
り
、
漢
字
表
記
の
例
と
併
せ
考
え
る
に
・
表
記
が

ま
だ
田
定
し
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
喉
内
翌
日
は
、
「
虹
コ
ウ
」
「
塘
タ
ウ
」

等
「
ウ
」
表
記
が
多
い
が
、
「
方
ホ
ム
」
「
零
レ
イ
」
の
表
記
も
あ
り
、
（
大
東

急
記
念
文
庫
蔵
蘇
悉
地
潟
羅
経
供
養
法
康
平
七
年
（
一
〇
六
三
）
点
に
「
コ
タ

（
斡
）
」
の
表
記
が
あ
る
こ
と
を
も
考
え
合
わ
せ
て
（
桑
島
裕
氏
「
国
語
学
要

説
」
）
）
や
は
り
動
揺
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
字
音
語
が
北
山
抄

の
平
仮
名
文
で
は
、
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
長
保
点
で

は
片
仮
名
表
記
の
例
も
あ
る
の
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
平
仮
名
に
置
き
換
え

ず
、
土
左
日
記
に
同
じ
き
漢
字
表
記
を
保
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
平
仮
名
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表
記
と
、
地
蔵
十
輪
経
に
見
た
訓
点
の
片
仮
名
表
記
と
は
、
こ
こ
で
は
既
に

あ
る
程
度
の
隔
り
が
見
ら
れ
て
来
る
。
片
仮
名
は
翌
日
に
従
っ
て
種
々
の
表

記
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
に
、
平
仮
名
は
土
左
日
記
に
見
る
よ
う
な
表
記
を

保
っ
て
い
る
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。

長
保
点
で
は
唇
内
撥
音
と
舌
内
空
自
と
の
表
記
は
そ
れ
ぞ
れ
「
ム
」
と
「
く
」

と
に
固
定
し
た
感
が
あ
る
。

繊
セ
ム
　
整
カ
ム
　
錦
キ
ム
　
峻
ケ
ム
　
埠
ア
ム
（
一
例
「
墳
分
ム
」
が
あ
る
）
。

諌
エ
く
　
幹
カ
く
　
軒
ケ
く
　
賽
ケ
く
　
妨
ケ
く
　
穿
セ
ン
　
晋
シ
く
　
（
一
例

「
蔓
万
」
が
あ
る
）

し
か
も
両
音
の
区
別
は
保
た
れ
て
い
る
。
北
山
抄
の
「
ご
ら
ん
」
と
「
ふ
な

い
」
　
「
せ
し
」
が
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
、
か
つ
区
別
が
「
ん
」
と
省
記
と
で

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
。
た
だ
し
、
長
保
点
で
舌
内
撥
音
に
用
い

た
「
く
」
は
、
北
山
抄
で
は
使
わ
れ
ず
無
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も

片
仮
名
表
記
と
平
仮
名
の
そ
れ
と
の
隔
り
が
知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
長
保
点

の
三
内
入
声
音
の
表
記
は
嶺
の
ご
と
く
で
あ
る
。

凹
ア
フ
　
吸
サ
フ

煩
バ
ク
　
楽
カ
タ
　
灼
ヤ
ク
　
斥
尺
ク
　
儀
式
シ
ヰ
　
持
氏
エ
ヰ

詰
か
く
　
掲
ケ
く
　
折
セ
く
　
拙
セ
く
　
卒
ソ
く
（
「
砕
ソ
ム
」
？
）

資
料
⑭
延
書
式
紙
背
仮
名
消
息
は
、
長
元
の
年
号
を
持
つ
文
書
が
同
在
す

る
（
名
筆
全
集
解
説
）
。
複
製
本
で
は
十
分
に
解
読
し
難
い
が
、
そ
こ
に
も

関
白
殿
は

の
漢
字
が
拾
え
る
。

資
料
⑯
青
蓮
院
蔵
表
制
集
及
び
濯
頂
阿
閻
梨
宣
旨
官
股
の
紙
背
文
書
は
伊

東
卓
治
．
属
の
詳
細
な
調
査
報
告
（
文
献
u
）
が
あ
っ
て
そ
の
内
容
を
知
り
う

′
ノ

る
。
こ
の
資
料
は
紙
背
文
書
中
に
年
号
が
あ
っ
て
永
保
三
年
（
一
〇
告
こ

四
年
、
応
墜
一
年
の
書
で
あ
る
こ
と
が
分
る
と
共
に
量
が
仮
名
消
息
だ
け
で

も
六
十
一
紙
の
多
き
に
上
り
、
し
か
も
そ
の
苛
者
が
藤
原
為
房
お
よ
び
そ
の

妻
と
そ
の
他
関
係
者
ら
し
い
こ
と
が
判
明
し
、
か
つ
仮
名
消
息
四
十
二
通
は

一
人
の
女
性
（
為
房
妻
）
の
も
の
ど
鑑
定
さ
れ
て
い
る
点
で
も
極
め
て
貴
重

な
平
仮
名
文
の
資
料
で
あ
る
。
そ
の
中
に
も
漢
字
表
記
の
字
音
語
を
指
摘
で

き
る
。
（
伊
東
氏
の
訳
文
に
よ
る
の
で
仝
例
で
は
な
い
。
番
号
、
筆
者
、
年

月
は
伊
東
氏
の
「
青
蓮
院
蔵
麦
剖
集
紙
背
文
書
目
次
」
に
よ
る
）
。

廿
日
〓
ノ
7
、
為
房
妻
仮
名
消
息
、
応
徒
元
年
或
二
年
推
定
）

一
日
（
壇
6
、
同
右
、
応
筏
二
年
十
、
十
一
月
頃
推
定
）
′

東
宮
（
四
ノ
5
、
同
右
）

・
東
宮
の
大
夫
（
一
ノ
9
、
同
右
、
応
仙
偲
元
年
或
二
年
推
定
）

宰
相
中
将
（
同
右
）

五
位
（
淀
1
6
、
同
右
、
応
筏
三
年
十
一
月
推
定
）

京
に
お
り
た
ま
ひ
て
　
（
一
ノ
1
0
、
為
房
（
喜
八
）
仮
名
消
息
、
応
挙
元
年

或
二
年
推
定
）

御
房
と
く
ま
い
れ
　
　
（
同
象
）

十
一
日
　
　
　
　
　
　
（
同
右
）

七
日
中
堂
に
は
ま
い
り
（
同
右
）

青
道
房
（
三
ノ
1
0
　
為
房
（
推
定
）
仮
名
消
息
）

二
品
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
）

京
に
て
　
（
四
ノ
1
0
、
為
房
妻
仮
名
消
息
）

阿
閻
梨
（
四
ノ
3
、
為
房
息
（
鑑
定
）
仮
名
消
息
、
応
苧
元
年
或
二
年

推
定
）
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京
に
て
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
）

倶
合
を
え
な
ら
は
　
　
（
同
右
）

京
に
は
い
づ
れ
の
（
淫
1
7
、
為
房
妻
仮
名
消
息
、
応
伝
三
年
十
l
月
推
定
）

こ
れ
ら
も
ま
た
土
左
日
記
の
漢
字
表
記
の
グ
ル
ー
プ
に
通
う
も
の
で
あ
り
、

語
と
し
て
も
「
廿
日
、
七
日
、
中
将
、
京
」
な
ど
一
致
す
る
も
の
も
あ
る
。

字
音
語
を
平
仮
名
で
表
記
し
た
語
は
、

l物3の
ざ
す
　
（
座
主
）
　
あ
さ
り
　
（
阿
悶
梨
）

ぢ
も
ノ
ヽ
　
（
除
目
）
　
り
し
　
（
律
師
）

そ
う
　
（
僧
）
2

せ
し
　
（
宣
旨
）
　
ぜ
し
　
（
禅
師
）
　
ぜ
　
（
膳
）

げ
も
ん
　
（
解
文
？
）

㈲
　
れ
い
　
（
例
）
　
だ
い
じ
　
（
大
事
）
　
ぐ
し
　
（
具
）
　
む
ま
　
（
馬
）

が
あ
る
。
川
「
ざ
刊
」
　
「
あ
割
り
」
は
土
左
日
記
の
「
さ
う
じ
も
の
」
と
同

類
で
あ
る
。
こ
の
資
料
で
は
舌
内
入
声
音
が
「
り
し
」
と
無
表
記
で
書
か
れ

た
例
も
見
え
、
用
の
舌
内
撥
音
と
同
一
表
記
に
よ
っ
て
い
る
。
喉
内
撥
音
も

「
そ
シ
」
と
平
仮
名
で
あ
る
。
「
東
宮
」
「
御
房
」
「
中
堂
」
の
ご
と
く
漢
字
で

表
記
さ
れ
た
語
も
あ
っ
て
土
左
日
記
に
両
形
存
し
た
の
と
合
う
。
し
か
し
㍉

拗
音
は
漢
字
で
し
か
表
記
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

西
大
寺
本
不
空
洞
索
神
呪
心
経
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
点
（
国
語
学
3
3

輯
）
　
の
拗
音
表
記
を
見
る
と
、

血
決
肉
ユ
タ
　
囁
尺
　
怨
讐
主
　
躁
漱
主
　
烹
主
　
好
シ
イ
ヨ
捲
　
仇
シ
ア
ウ

・
（
い
わ
ゆ
る
直
音
化
と
い
う
「
怨
隻
ス
・
囚
ス
繋
・
庶
ソ
福
」
　
も
あ
る
）

と
漢
字
表
記
と
仮
名
の
表
記
の
し
方
が
法
華
義
疏
長
保
点
と
一
致
す
る
も
の

が
あ
る
。
し
か
し
「
ヤ
」
「
ヨ
」
「
ク
ワ
」
「
ク
エ
」
1
ク
ヰ
」
の
表
記
も
見
え

て
い
る
。

頚
ヰ
ヤ
ク
格
ヰ
ヤ
ク
言
培
ヰ
ヤ
ク
病
脇
ケ
ウ
腋
シ
ヤ
ク
社
シ
ャ
訴
シ
ャ

閻
シ
ャ
散
溺
シ
ャ
厨
シ
ャ
傷
シ
ャ
害
坦
テ
ツ
墾
シ
ヤ
ク
打
チ
ヤ
罵

頂
チ
ヤ
ウ
癖
ヒ
ヤ
ク
凌
リ
，
ウ
茂
ノ
ン

闊
ク
ワ
チ
環
タ
ウ
ン
釧
セ
ン
陰
ヲ
ム
概
タ
ワ
ン
毀
ク
ヰ
誘
拾
ク
ヰ
灰

ク
エ
敏
ク
エ
チ

拗
音
表
記
が
片
仮
名
で
一
定
の
方
式
に
固
定
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
平
仮

名
文
で
そ
れ
が
漢
字
表
記
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
事
実
を
裏
付
け
て
い
る
。

院
政
時
代
後
半
期
の
石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
点

（
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
、
訳
文
篇
）
で
は
、
合
拗
音
の
表
記
は
漢
字
表
記

が
三
分
の
一
、
片
仮
名
「
ク
ワ
」
「
ク
ヰ
」
「
ク
ヱ
」
表
記
が
三
分
の
二
あ
る
。

寡
果
少
閑
果
ツ
指
詭
火
イ
ー
晃
光
塩
焼
果
関
宮
・
ク
エ
ン
塞
債
鬼

遺
風
和
ク
ワ
暢
ヤ
ウ
殖
貨
ク
ワ
跨
ク
ワ

l
越
解
ケ
ア
／
昇
れ
F
、
痍
ク
．
【
彩
亘
れ
イ

猥
ク
ワ
ウ
暴
ホ
ウ
鎮
ク
ワ
ク
図
画
ク
ワ
ク
喧
ク
ワ
ン
寒
詭
タ
ヰ
詐
ソ

詭
タ
ヰ
読
サ
ム
港
ク
ヰ
ヤ
ク
怯
郡
ク
ヰ
ヨ
ウ
竹
窒
タ
ヰ
ン
貨
ク
エ
機

慧
ク
エ
イ
突
ト
く
蕨
ク
エ
ツ

開
拗
音
は
、
「
岨
ソ
羅
私
城
」
「
険
阻
ソ
」
以
外
は
、
漢
字
表
記
が
、

十
万
頚
部
汝
第
銀
尺
論

の
一
例
の
み
で
、
他
は
「
ヤ
・
ユ
・
ヨ
」
の
表
記
に
よ
っ
て
心
る
。

僧
劫
ヰ
ヤ
劫
ヰ
ヤ
比
他
国
・
掲
牛
ヤ
霜
サ
ウ
部
国
喜
ヰ
ヤ
ウ
境
巨
キ
ヨ
万

車
キ
ヨ
服
漁
キ
ヨ
捕
摘
ヰ
ヨ

l
描
シ
ャ
時
国
顕
倣
シ
ャ
ウ
飛
翔
シ
ャ
ウ
鉛
エ
ン
錫
シ
ヤ
ク
度
黍
シ
ヨ
・

シ
ユ
哉
シ
ヨ
遊
シ
ョ
ウ
義
朗
シ
。
ク
瑞
力
畢
ソ
ヨ
ク

5

八
も



和
暢
チ
ヤ
ク
　
抒
チ
ョ
軸
　
著
チ
ヨ
作
　
著
チ
ヨ
閲

凌
逼
ヒ
ヨ
ク
　
両
リ
セ
ウ
山
一
行
旅
リ
ヨ
　
戎
シ
ウ
旅
リ
ヨ
　
濠
り
ヨ
ク
波

し
か
し
、
同
期
の
平
仮
名
文
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
は
、
土
左
日
記
の
表
記
と

同
じ
く
、
漢
字
表
記
を
踏
襲
し
て
い
る
。
伴
大
納
言
絵
詞
、
信
貴
山
縁
起
絵

巻
、
汝
氏
物
語
絵
巻
は
共
に
書
写
は
十
二
世
紀
後
半
と
さ
れ
る
　
（
絵
巻
物
集

成
、
解
説
）
　
が
、
そ
こ
の
拗
音
表
記
は
漢
字
の
屯
で
あ
る
　
（
後
述
）
。
次
に

挙
げ
る
梁
塵
秘
抄
も
後
掲
の
ご
と
ノ
＼
漢
字
表
記
で
あ
る
。
た
だ
し
次
の
ご
と

き
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
例
が
あ
る
。
（
数
字
は
歌
謡
番
号
）

く
ゑ
さ
せ
て
ん
（
蹴
）
4
0
8
　
′
じ
か
く
ぐ
ゑ
ん
（
還
）
如
来
3
1
2

し
ょ
き
や
う
（
諸
鐙
）
1
9
0
　
そ
う
ぎ
ゃ
（
僧
伽
）
2
0
3

せ
い
き
や
ぼ
う
ぢ
仏
（
釈
迦
牟
尼
）
1
9
9
　
え
L
や
う
（
依
正
）
2
1
4

し
ゃ
ぅ
の
こ
と
（
等
）
3
0
9
　
L
や
う
ず
（
双
樹
）
1
7
2

し
ゃ
の
と
ね
り
　
2
0
7
　
じ
ゆ
ぶ
せ
ん
〈
鷲
峯
山
）
2
7

現
存
本
は
転
写
本
で
あ
り
、
特
に
右
は
鎌
倉
時
代
の
増
補
部
分
に
も
相
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
　
（
文
献
2
9
）
、
に
わ
か
に
断
定
で
き
な
い
。
転
写
本
で

な
く
て
平
仮
名
文
に
拗
音
「
や
・
ゆ
・
よ
」
を
用
い
た
例
と
し
て
は
、
管
見
で
．

は
、
藤
原
定
家
書
写
の
御
物
本
更
級
日
記
が
あ
る
。
（
数
字
は
複
製
本
の
ペ

ー
ジ
数
）す
い
L
や
う
　
（
水
晶
）

か
う
み
や
う
　
（
高
名
）

351541

こ
む
し
や
う
　
（
紺
青
）
　
2
5

ゐ
や
う
定
（
横
笛
）
1
2
3

木
ち
ゃ
う
（
几
帳
）
　
4
6

以
上
の
五
例
で
あ
る
が
、
他
の
六
三
例
は
、

京
　
源
氏
　
ど
経
　
文
六
　
木
長
（
几
帳
）
　
長
肢
苛

な
ど
漢
字
表
記
で
あ
る
　
（
全
例
後
掲
）
。
源
氏
物
語
や
枕
草
子
の
舌
写
本
が
、

拗
音
表
記
を
漢
字
で
表
わ
す
の
と
並
ん
で
、
平
仮
名
で
「
や
・
ゆ
・
よ
」
「
ゑ
・

わ
」
等
を
用
い
て
あ
る
の
は
、
転
写
の
時
に
改
め
ら
れ
る
可
能
性
が
大
き
い

か
ら
、
．
こ
れ
が
そ
の
成
立
時
期
の
表
記
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
危
険
で
あ

ろ
う
。梁
靡
秘
抄
は
現
存
す
る
の
は
佐
佐
木
信
綱
博
士
蔵
の
巻
二
と
稜
小
路
家
本

の
巻
一
断
簡
と
で
、
後
者
は
中
世
末
の
、
前
者
は
江
戸
時
代
の
新
写
で
あ
る

が
、
か
な
り
原
本
の
表
記
様
式
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
表
記
形
式
の

諸
点
か
ら
判
明
さ
れ
た
　
（
文
献
2
9
）
。
た
だ
少
数
の
例
外
と
し
て
後
の
表
記

を
含
む
も
の
と
不
明
の
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
の
例
外
は
後
の
増
補
部
分
に
集

中
し
て
お
り
、
不
明
の
箇
所
は
、
却
っ
て
書
写
が
原
本
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と

し
て
私
意
で
改
変
し
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
と
思
わ
れ
る
。
右
を
除
け
は

そ
の
原
型
は
か
な
り
純
粋
な
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
漢
字
で
表

記
し
た
語
を
調
べ
る
と
殆
ど
が
字
音
語
で
、
し
か
も
土
左
日
記
の
漢
字
と
相

通
ず
る
の
で
あ
る
。
以
下
土
左
日
記
の
類
別
に
従
っ
て
例
示
す
る
。
（
全
例

に
つ
い
て
は
、
右
述
文
献
2
9
中
の
　
「
梁
塵
秘
抄
現
存
太
の
表
記
　
（
漢
字
に
よ

る
表
記
）
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）

1
（
合
拗
音
）
　
防
州
．
庸
　
功
徳
団
　
行
住
痙
餌
一
団
　
二
期
　
訊
昔

ま
か
し
款
（
観
の
翌
日
字
）
　
矧
去
　
鬼
に
ん
ら
　
矧
命
頂
礼
　
帰
依

仏
　
教
相
　
剥
ぎ
う
　
刹
慮
　
法
花
経
　
遥
刹

（
開
拗
音
）
　
あ
い
行
（
愛
敬
の
宜
）
　
和
事
一
組
　
定
よ
み
　
持
経

ほ
う
し
　
京
　
狂
言
き
語
　
重
責
　
五
逆
　
白
牛

迦
菜
専
制
　
冠
劃
　
倶
部
　
数
洲
　
矧
要
　
害
割
　
牛
判
　
夜
刃
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〕：〔式様記表

　

　

3

の文名仮平の代
1
時

　

　

4

安
　
．

平

r
　
　
　
．
．
．
．
1

玉
に
　
衆
生
た
ち
　
仏
凶
　
相
進
　
到
雲
　
矧
遥
　
大
将
軍
　
中
将

南
関
　
頸
農
．
く
し
た
壇
　
削
土
　
上
馬
　
明
星
　
五
尺
　
尺
追

記
ま
く

軍
学
　
樹
行
　
現
弥
山
　
矧
党
　
到
領
　
謁
驚
　
千
刊
　
文
矧

七
百
由
旬

住
所
　
両
所
　
十
方
諸
仏
　
尉
品
一
見

二
¶
　
易
者
　
岩
息
　
道
場
　
五
矧
　
悉
酎

役
者
　
封
た
い
　
如
来
　
真
如

五
司
屋
転
（
点
の
類
音
字
）
劫
司
大
夫
　
百
日
▼
　
自
宅
　
平
等
院

拍
子
　
衆
病
　
兵
仕
（
士
の
類
音
字
）

浄
刹
こ
じ
　
大
堀
神
　
不
動
堀
王
　
矧
加

寿
劃
品
　
無
功
義
経
　
霊
l
山
　
剖
女
　
嘲
花

烏
劇

は
り六1
時
矧
芸
副
原
仙
人

真
言
教

謝
海
↓
官

薗
逆

剰
相

似
法対
地
宝
塔
封
ガ
人
身
新
年

創
ず
↓
乗

却
色

説
法
　
持
佃
堂
　
観
た
う
　
秘
密
教
　
仏
道
　
仏
た

減
す
　
滅
後
　
日
武
備

（
陸
地
の
類
音
字
）

毎
別

製
師
　
慈
労

法
界
像
法
夫
人
善l根
分
身
↓
品

凡
下
コ
月

本
山
　
煩
悩

コ
富
．
ヨ
帰

五
尺

現
万
由
旬

九
品

却
条

刊
悪

珂
帖
　
利
根

十
万
　
十
五
日

功
徳
願
験
仏
　
御
覧
ぜ
よ

三
軍
　
四
果
　
四
所

廿
分
　
骨
宝
　
州
王
子

刊
六
対
禅
神
　
コ
刊
刃
晶

ヨ
刊
コ
相
　
ヨ
刊
ヨ
身
　
州
刊
種
好
　
刊
日

こ
れ
ら
は
土
左
日
記
の
漢
字
と
、
語
と
し
て
も
一
致
す
る
む
の
l
さ
え
あ

る
。
ま
た
、
和
名
抄
の
「
和
名
」
の
漢
字
表
記
に
も
一
致
す
る
「
如
意
」
　
「

歓
喜
」
「
拍
子
」
「
鉄
」
「
三
」
「
四
」
な
ど
も
あ
る
。
右
の
よ
う
な
漢
字
で
表

記
し
た
語
は
梁
塵
秘
抄
全
体
の
語
彙
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
一
部
の
語
で
あ
っ

て
、
梁
塵
秘
抄
の
表
記
様
式
は
平
仮
名
を
主
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
平
仮
名
文

で
あ
り
、
土
左
日
記
な
ど
と
同
一
表
記
様
式
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
中
に
右
の
よ
う
な
語
が
漢
字
で
表
記
ざ
れ
て
い
る
こ
と
に
意
義

が
あ
る
。
一
方
、
字
音
語
を
平
仮
名
で
表
記
し
た
語
も
彼
に
通
う
。
土
左
日
記
の
「

副
う
じ
も
の
」
に
相
当
す
る
の
は
、

さ
う
ざ
（
聖
者
）
　
さ
り
（
舎
利
）
　
ざ
の
い
け
（
蛇
）
な
ど
二
六
例

す
（
主
）
　
す
く
せ
　
（
宿
世
）
　
ず
ず
（
球
数
）
な
ど
十
三
例

さ
い
そ
　
（
最
初
）
　
も
う
そ
　
（
住
所
）
　
な
ど
十
一
例

で
、
拗
音
表
記
は
、
前
掲
の
九
例
の
例
外
を
除
い
て
は
す
べ
て
漢
字
で
表
記

さ
れ
て
い
る
。
土
左
日
記
の
「
か
い
ぞ
く
」
「
す
は
う
」
「
ぜ
に
」
な
ど
平
仮

名
表
記
に
通
う
も
の
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
（
仝
例
は
文
献
2
9
）

1
唇
内
入
声
（
大
部
分
「
う
」
で
表
記
、
稀
に
省
記
）

て
う
（
蝶
）
　
え
ん
し
う
（
縁
執
）
　
ほ
う
し
　
（
法
師
）
な
ど
三
四
例

ざ
こ
　
（
雑
魚
）
　
二
十
中
ご
　
（
劫
）
な
l
ど
三
例

2
喉
内
入
声
（
大
部
分
「
く
」
で
表
記
。
稀
に
省
記
ま
た
は
「
き
」
「
か
」
）

か
く
ご
　
（
覚
悟
）
　
に
く
（
碍
）
　
す
い
ち
く
（
水
竹
）
　
ば
く
ち
（
博

打
）
な
ど
三
八
例

き
ぢ
ん
　
（
鞄
屋
）
　
ろ
か
く
た
う
二
六
角
堂
）
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し
ま
こ
む
じ
き
・
（
紫
啓
金
石
）
．
す
さ
か
　
（
朱
雀
）

3
舌
内
入
声
（
以
下
五
例
の
み
）

か
う
け
ち
（
槻
程
）
　
け
ち
え
ん
　
（
姑
縁
）
　
十
ら
せ
ち
（
羅
刹
）
　
き

1
ん
た
ち
（
禁
閲
？
）

は
さ
う
ほ
と
け
　
（
八
相
仏
？
）

4
舌
内
撥
音
（
「
ん
（
む
）
」
で
表
記
。
外
に
省
記
も
あ
る
「

え
ん
　
（
録
）
　
は
う
り
ん
　
（
法
輪
）
　
み
け
ん
　
（
眉
間
）
　
く
で
む
（
官

・
殿
）
　
せ
ん
だ
む
　
（
梅
櫨
）
　
な
ど
二
二
九
例

四
十
九
ゐ
　
（
院
）

5
喉
内
撥
音
（
多
く
「
う
」
で
表
記
。
省
記
も
あ
る
）

す
わ
う
（
蘇
芳
）
　
か
う
（
功
）
　
さ
う
（
相
）
　
ち
う
や
（
中
夜
）

や
か
う
（
夜
行
）
．
な
ど
一
一
二
例

く
（
空
）
　
く
で
む
（
宮
殿
）
一
く
や
う
（
供
養
）
な
ど
十
一
例

6
唇
内
撥
音
．
（
「
む
（
ん
）
」
表
記
の
み
）

き
む
の
こ
と
（
琴
）
　
け
む
（
鋤
）
　
こ
む
（
紐
）
　
ぢ
む
す
い
　
（
沈

水
）
　
か
ん
ろ
（
甘
露
）
　
火
え
ん
（
焔
）
な
ど
三
四
例

で
あ
る
。
舌
内
入
声
に
平
仮
名
表
記
の
語
が
少
な
い
の
は
、
漢
字
表
記
の
語

が
他
の
入
声
の
漢
字
表
記
よ
り
一
番
多
い
の
を
補
う
関
係
に
あ
る
。
右
の
「

す
は
う
」
は
語
と
し
て
も
土
左
日
記
の
に
一
致
す
る
。
ま
た
「
か
う
け
ち
」

「
す
（
洲
）
」
「
た
ふ
」
「
ほ
う
し
」
な
ど
潮
名
砂
の
平
仮
名
表
記
と
一
致
す
る

も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
、
「
善
短
（
栴
檀
）
」
　
「
内
五
　
（
醍
醐
）
」
な
ど
和
名
抄

で
漢
字
表
記
の
語
が
、
梁
麒
秘
抄
で
平
仮
名
に
な
っ
て
い
る
語
も
あ
る
。
梁
塵

秘
抄
は
歌
謡
で
あ
る
か
ら
、
土
左
日
記
や
、
和
名
抄
や
消
息
と
は
性
質
を
異

に
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
共
に
平
仮
名
表
記
の
基
盤
に
立
っ
て
そ
の
様

式
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

東
大
寺
切
三
宝
絵
詞
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
春
日
和
男
氏
の
精
査
（
文
献

2
7
・
真
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
漢
字
表
記
は
梁
塵
秘
抄
の
表
記
に
酷
似
し
て
い

る
と
見
ら
れ
る
。
（
諸
氏
所
蔵
の
断
簡
に
つ
い
て
も
間
柱
と
見
ら
れ
る
）

（
注
4
）
　
複
製
本
お
よ
び
名
筆
全
集
の
釈
文
に
よ
る
と
、
右
の
外
に
、
「
て
う

に
も
（
庁
に
も
）
」
が
同
類
の
語
に
な
る
。
「
庁
」
は
梗
摂
音
韻
の
字
で

歴
史
的
仮
名
道
で
「
ち
ゃ
う
」
と
記
す
。
こ
れ
を
「
て
う
」
と
表
記

す
る
の
は
、
仮
名
道
の
混
同
例
と
な
る
。
か
か
る
誤
は
中
世
以
後

で
あ
っ
て
長
保
頃
に
見
え
る
の
は
不
審
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
箇
所

の
仮
名
の
字
体
を
見
る
と
、
「
て
ら
」
と
読
む
べ
き
仮
名
で
あ
る
こ
と

が
分
っ
た
。
「
う
」
と
「
ら
」
と
は
こ
の
消
息
で
は
臨
め
て
似
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
勤
音
の
語
は
「
三
月
」
「
官
」
な
ど
昏
漢

字
で
あ
っ
て
平
仮
名
で
麦
記
し
た
語
は
な
い
の
で
あ
る
。（
未
　
完
）

〔
記
〕
本
稿
I
と
次
稿
Ⅱ
と
の
分
割
箇
所
を
こ
こ
に
な
し
た
の
は
、
単
に

紙
数
の
都
合
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

－
　
東
洋
大
学
助
教
授
　
－
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